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５月２８日、２９日 区議会緊急会議が開かれました
５月緊急会議では一般会計補正予算（第２回）、国民健康

保険事業特別会計補正予算（第 1 回）が審議され、委員会、

本会議にて可決されました。 

補正予算には家庭学習の支援としてタブレット端末の１人

１台整備、教育活動継続関連物品の整理として備品等購入

や調理室空調整備（区立小中３４校中、空調設備があるの

は７校のみ）、区内業者への各種助成金・給付金総合相談

窓口の開設、融資の継続、感染症対策備蓄物資の購入、

予備費の増額で、総額１５億１６７９万５千円の補正が行わ

れました。今後教育に ICT をどう活用するのかは慎重に議

論を重ねること、事業者に寄り添うこと、次の補正予算や予

備費を活用して区民の要望を実現すること等を求めました。 

また、国保給与所得者への新型コロナ傷病手当支給にと

もなう条例改正、予算が補正されました。個人事業主やフリ

ーランスの方も傷病手当の対象とすべきと要望しました。 

２０２０年度の委員会構成は下表のとおり変更となりまし

た。私は昨年度同様、総務・企画委員会、健康・危機管理対

策調査特別委員会、加えて議会運営委員会に所属すること

になりました。引き続き、身近な区議会議員として区民の声

を区政に届けます。 

 

 

 

 

 

 

リニューアル 荒川総合スポーツセンター  
設計変更や人手不足などの影響で工期が延長され、２月の議会でも大きな問題となった荒川

総合スポーツセンター。３４億円（！）をかけてリのニューアル工事を終え、完成しました。 

温水プールには入水スロープや、車いすでの入水リフトが設置されました。小プールには水

深調整機能もあります。人気のトレーニングルームではマシンを全て

新調しました。また、エレベーターは３台に増設、スロープの設置、段

差解消機の設置、大体育の車いす控席、ヒアリングループの設置（一

部）など、バリアフリー化が進みました。全館空調が完備されました。 

当面はコロナの影響で会議のみの利用とし多目的室やクラブ室貸

出しが始まります。落ち着けば、水泳やヨガ、子ども向けトランポリンな

どスポーツ教室も開催されます。早く通常利用できるようになるといい

ですね。 【問合せ】スポーツ振興課スポーツ振興係 電話：０３－３８０２－３１１１（内線３３７１） 

←常任委員会 ↑特別委員会 ◎＝委員長、〇＝副委員長、△＝理事 

 総務企画  文教子育て  福祉区民  建設環境  議会運営

日本共産党 △ 北村 綾子 相馬 優子 △ 斉藤 邦子 〇 小島 和男 北村 綾子

◎ 小林 行男 △ 横山 幸次 △ 横山 幸次

自由民主党 △ 鎌田 理光 ◎ 中島 義夫 明戸 真弓美 ◎ 町田 高 中島 義夫

○ 並木 一元 茂木 弘 ○ 北城 貞治 △ 菅谷 元昭 △ 菅谷 元昭

△ 斉藤 泰紀 △ 志村 博司 斉藤 泰紀

◎ 志村 博司

公明党 △ 森本 達夫 △ 山口 幸一郎 △ 増田 峰子 △ 保坂 正仁 森本 達夫

○ 松田 智子 ◎ 菊池 秀信 ○ 菊池 秀信

維新・あたらしい党 夏目 亜季 山田 晴美 宮本 舜馬 夏目 亜季

△ 宮本 舜馬

民主ゆいの会 竹内 明浩 △ 清水 啓史

日本創新党 小坂 英二

自由民主の会 藤澤 志光

あらかわ元気クラブ 河内 ひとみ

立憲民主党 久家 繁

  震災災害   危機管理健康危機   観光文化   公共施設援助団体

日本共産党 ◎ 横山 幸次 △ 北村 綾子 ○ 斉藤邦子 △ 小島 和男

△ 小林 行男 相馬 優子

自由民主党 町田 高 明戸 真弓美 ◎ 菅谷 元昭 〇 鎌田 理光

△ 中島 義夫 ◎ 斉藤 泰紀 △ 並木 一元 △ 志村 博司

○ 茂木 弘 △ 北城 貞治

公明党 増田 峰子 △ 山口 幸一郎 △ 松田 智子 ◎ 森本 達夫

△ 保坂 正仁 ○ 菊池 秀信

維新・あたらしい党 夏目 亜季 宮本 舜馬 △ 山田 晴美

民主ゆいの会 竹内 明浩 △ 清水 啓史

日本創新党 小坂 英二

自由民主の会 藤澤 志光

あらかわ元気クラブ 河内 ひとみ

立憲民主党 久家 繁

この一角にヒアリングループ
が設置されています 

今年も！正副議長・監査委員の「たらい回し」 

議長、副議長、監査委員の任期は４年ですが、恒例のように１

年ごとに辞職、選出しています。適切な人選で全議員が一致でき
るように議会運営は民主的、公平に行うべきではないでしょうか。
５月２９日の本会議にて、議長に自民党の明戸真弓美氏、副議
長に公明党の保坂正仁氏が選出され、監査委員は自民党の北
条貞治氏が選任されました。 



新型コロナウイルス第６次緊急要望申入れ
５月２７日に日本共産党荒川区議団は「新型コロナウイルス緊急事態宣言解除にあ

たっての緊急要望（第６次）を荒川区長宛に申し入れしました。総務企画担当部長が対

応しました。要望の内容は以下の通りです。 

 

１、感染拡大に防止対策について 

①PCR 検査について隣接自治体での検査を可能にするなど連携を強

化すること。 

②PCR 検査のための移送手段を確保すること。 

③医療、介護、福祉、教育関係の従事者への必要な検査を公費で定期

的に実施すること。またすべての妊婦（立ち会いを希望するパートナー

を含む）への PCR 検査を公費で実施すること。 

④医療従事者への「特別手当」の拡充とともに区として医療機関経営支

援についても検討すること。 

⑤第２波が予想される時期とインフルエンザの時期が重なるなども考慮

して、高齢者、子どのインフルエンザの予防接種については、無料で実

施すること。 

２、区内中小事業者支援について 

①新型コロナウイルス対策特別融資の利子の本人負担をゼロ、貸し出し

限度額の拡大など抜本的に改善すること。その際すでに実行済みの融

資についても、さかのぼって適用すること。 

②売り上げが減少した中小事業者の家賃・リース代など固定費への支援

を実施すること。 

③感染拡大防止協力金、持続化給付金などを申請してもまだ届いてな

い事業者に区として仮払いして支給するなどの対策を実施すること。 

④飲食店など「三密解消」など感染防止対策のための改装工事などに

補助金を支給すること。 

３、区民の暮らしを支えるために 

①国民健康保険の傷病手当の支給について自営業者、フリーランスに

も拡大すること。 

②熱中症の季節を迎え、高齢や子育て世帯の低所得層など対象に電

気代の補助を実施すること。 

③シルバー人材センターの区の仕事については、当初の契約通りに配

分金を支給すること。 

④区の指定管理や委託の事業、私立認可保育園などでパートやアルバ

イトも含めて休業補償がきちんと支払われているか調査するとともに、必

要な指導を行うこと。 

⑤国の児童扶養手当受給世帯への５万円支給（臨時特別給付金）の対

象にならない、児童育成手当受給世帯について区独自の給付を行うこと。 

⑥国制度に該当しない学生（大学、専門学校など）に対して区独自の給

付を実施すること。 

⑦１８歳まで医療費無料化を拡大すること。 

４、６月１日からの小中学校、保育園、幼稚園、学童クラブなどの再開に

あたって 

①ICT 活用については、感染症対策における緊急時の学びの保障と

「教育の ICT 化」の課題を混在させることなく、丁寧かつ教育的に対応す

ること。 

②第２波第３波を想定した「ネットワーク教育」を展望するためには、関係

する全世帯のネットワーク環境整備、通信費の補助を公的に等しく実施

するなどが必須であり、拙速を避けたしっかりとした教育的検討を行うこ

と。 

③小中学校の再開について、２０人以下クラスでの対応はもちろんのこと、

各学校での教室確保など万全の環境整備を行うこと。 

④きめ細かい指導が実施できるよう、各授業に複数の教員など配置する

こと。当面区独自に臨時講師やスクールサポート、ICT 支援員など緊急

的に配置すること。 

⑤学校再開にあたって、子どもたちの心のケアのためスクールカウンセ

ラーやソーシャルワーカーの増配置を行い対応すること。 

⑥教育課程の編成にあたっては、学習指導要領の押し付けでなく、各

学校、教員の自主性を尊重し、独自に内容の精選、選択を行うようにす

ること。 

⑦学校、保育園、幼稚園、学童クラブの一斉休業について専門家の知

見も入れた検証を行い、第２波、第３波に際しては、区独自の判断で対

応すること。 

⑧保育園、幼稚園の再開にあたっては、園内での感染予防対策につい

て必要な資材や施設の改善などを支援すること。 

⑨学校、保育園、幼稚園、学童クラブの再開にあたっては、感染予防の

観点とともに教育や保育の内容、子どもたちの育ちに関する専門的知見

に基づく区としての見解を公表すること。 

⑩学童クラブの再開にあたっては、「三密」の回避、学校の分散登校に

対応した子どもの受け入れ体制など万全の対策を講じること。 

 

街の声 
★ひとり 10 万円の特別定額給付金の申請書が５月末に各家庭へ郵送されました。書

類が届いたのですぐに申請したよ、との声を多数伺いました。国民の世論で実現でき

た給付金です。もれなく申請しましょう。特例申請で早めにもらった方は、地域経済効

果に貢献しようと、壊れかかっている洗濯機、電子レンジを購入したそうです。 

★“アベノマスク”まだ届かないという声を伺います。地域によって異なるようです。 

【布マスクの全戸配布に関する電話相談窓口：０１２０－５５１－２９９】 

★荒川区立小学校の入学式が６月１日、中学校が２日、幼稚園等が３日に行われまし

た。おめでとうございます。ようやく学校が始まり、クラスメイトや先生方と直接会うこと

ができて、生徒も保護者もほっとされたことと思います。給食は６月８日から始まりま

す。図書館も５月３０日から貸し出しサービスが再開しました。皆さんが安心して生活

できるように、私も頑張ります。 

ご意見、ご要望をぜひお寄せください。 
都営住宅の募集☆申込方法や記入方法など、お気軽にご相談ください。５月の都営住宅募

集は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響で６月８日（月曜）から２３日（火曜）に日程を変更して実

施する予定です。３密を避けるため予定より 1 週間延長しての募集です。 

申込書配布場所：区役所 1 階総合案内、北庁舎 2Ｆ施設管理課）各区民事務所、各ふれあい館、ム

ーブ町屋、日暮里サニーホール（期間中は東京都住宅供給公社ＨＰからダウンロードできます。郵送

を希望の方は、公社〈電話：０３-３４９８-８８９４〉にお申し出ください。送料利用者負担で対応します。） 

くらし・仕事のお悩み・・・ひとりで悩まず、ご相談くだ

さい。弁護士と北村が相談をお受けします。お急ぎ

の場合は、法律事務所の相談日をご紹介します。３

密を避けるため、まずは電話でご連絡ください。 

日時：６月１９日（金） １８：３０～２０：００ 

会場：北村あや子事務所  
西尾久２－４－８－１階 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：０３－３８９４－６６６８  


